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1 序論 

近年、世界各地で水質汚濁による湖沼の富栄養化問

題が深刻となっており、アオコによる被害なども報告

されている。一般的にアオコは底泥中に種場を形成し、

温度、光等の生育条件が整う春～初夏に種場から水中

に浮上し増殖する。増殖後のアオコの除去は困難であ

るため、初期発生を抑制する対策が必要である。初期

発生対策として発生前の種場の直接処理および種場か

ら発生した直後の浮遊細胞に対する処理が挙げられる。

種場の地点が明確な場合、発生前の種場の対策が効率

的である。 

アオコの初期発生を抑える手法としては浚渫や凝集

剤散布等が考案され、現場でも実施されているが、実

際にはさまざまな問題を含んでおり、いまだにその手

法は十分に確立されていない。また、アオコの主な優

占種である Microcystis 属について、発生後の湖水中

Microcystis に対して紫外線を照射することで増殖を抑

制する効果があることが報告されているが、初期発生

の種場の Microcystis に対しての研究例は少ない。本研

究では、2012 年にアオコが発生した、ため池、ダム貯

水池および湖の底泥を対象に、紫外線照射による

Microcystis の発生抑制効果と照射条件の関係を明らか

にすることを目的とした。 

2 実験方法 

2.1 採泥・採水 

2012 年の秋冬季に福岡県中部のため池 1 か所、ダム

貯水池 2 か所および中国の太湖(北部の梅梁湾)1 か所か

らエクマンバージ採泥器および採水ポンプを用いて底

泥と底泥直上水を採取した。室内実験には、採取した

水分を含んだままの表層約 1cm の底泥を、また、粒子

保持能 1.2μmのグラスファイバーろ紙(Whatman、GF/C)

でろ過した直上水を用いた。便宜上、採取地点をそれ

ぞれ A、B、C、D とした。採取した底泥試料中の

Microcystis を馴致するため、設定温度 15℃および無光

条件のインキュベータ内で 7 日間静置した。 

2.2 紫外線照射 

2.2.1 供試試料の調整 

馴致した底泥を十分に撹拌した後、重さ 5±0.2g を分

取し、60mLガラス容器に入れた。その後、ろ過した底

泥直上水 10mL を加え十分に撹拌して、設定温度 15℃

の無光条件のインキュベータ内で 2 日間静置し、浮遊

懸濁物を沈降させた。 

2.2.2 照射条件・照射時間 

底泥への紫外線照射には低圧紫外線ランプ(SUV-16、

アズワン、波長 254nm)を用い、紫外線線量率を

1.0mW/cm
2とした。照射時間を長時間照射の 0(未処理)、

10、30、60 分、短時間照射の 0(未処理)、1、5、10 分と

設定して照射を行った。A、B、C の底泥試料による長

時間照射の実験結果から、短時間照射実験では A、D

の底泥試料のみを用いた。また、紫外線照射の積算光

量を一定に設定した実験も、A の底泥試料を用いて行

った。紫外線線量率(mW/cm
2
)×照射時間(分)を 1.5×3.3、

1.0×5、0.5×10 の条件で照射した。条件毎に 3 つの試料

を使用した。 

2.2.3 Microcystisの培養 

紫外線照射後の各試料に撹乱しないように更にろ過

した底泥直上水 40mL をそれぞれ加えた。12h 明

(2000lux)/12h 暗で、温度を 25℃に設定した恒温室で 8

日間 Microcystisの培養を行った。 

2.2.4 サンプリング・Microcystis細胞数の計測 

長時間照射した試料では培養 2、6、8 日目、短時間

照射した試料では培養 4、6、8 日目の上澄み液を採取

し、顕微鏡とプランクトン計数板(MPC-200、松波硝子

工業株式会社、L10 mm、W10 mm、H1 mm、検鏡部容

量 0.1 mL、境線ピッチ 500 μm)を用いて Microcystis 細

胞数の計測を行った。 
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3 結果 

3.1 Microcystisの発生数 

A、B、C、D の底泥の試料の計測結果より底泥 1gあた

りからの Microcystis の細胞発生数の算術平均値を表 1

に示した。培養 8 日目の紫外線未処理試料において A

試料では Microcystisの細胞発生数が 1.2×10
4
cells/g-wで

あった。B、C試料では細胞の発生は確認されなかった。

D 試料では発生数は 2.8×10
2
cells/g-wであった。 

3.2 長時間照射 

A 試料の長時間照射の Microcystis 細胞発生数の計測

結果を図 1 に示した。培養 8 日目における Microcystis

の細胞発生数は 10-60 分の照射により未処理試料の 10

分の 1程度に抑制された。 

3.3 短時間照射 

A 試料の短時間照射の Microcystis 細胞発生数の計測

結果を図 2 に示した。発生抑制率は 1 分照射では 70％

程度、5、10 分照射では 80%程度であった。 

 D 試料の培養 8 日目における Microcystis 細胞発生数

は未処理の試料で 2.8×10
2
cells/g-w であったのに対し 5

分照射では 1.7×10
2
cells/g-wに抑制されていた。 

2.3.4 積算光量一定条件による実験 

 A 試料の培養 8 日目における Microcystis 細胞発生数

は紫外線未処理の試料で 3.2×10
3
cells/g-w であったのに

対し、 1.5(mW/cm
2
)×3.3(min)では 1.4×10

3
cells/g-w、

1.0×5.0 で は 1.4×10
3
cells/g-w 、 0.5×10 で は

1.1×10
3
cells/g-wであった。 

4 考察 

B、C 試料の底泥直上水には DTN、DTP が十分に存

在し、また、馴致により Microcystis の発生に適する温

度に調整されていたことから、発生の有無やその程度

については底泥中の細胞の存在量の影響が大きいと考

えられる。Aは 1ha 程度の広さで、種場は池全体に形成

されていると予想される。一方、Bは 20ha、Cは 150ha

と比較的広く、顕著なアオコの発生は入江部やダムサ

イトなど一部の水域に限定され、種場が一部の底泥域

に偏って分布していると予想される。よって B、Cでは、

底泥上の Microcystis 細胞の分布のばらつきが大きく、

アオコの種場の底泥を採取できなかったことが、B、C

試料から発生が確認されなかったことの一因として挙

げられる。 

線量率 1.0mW/cm
2において、5～60分の照射では抑 

 

 

 

 

 

 

 

制効果の違いは少なく、A、D試料のいずれにおいても

Microcystis の発生抑制の効果が示された。1、5 分照射

の結果から、5分以下では照射時間が発生抑制効果に影

響を及ぼすことが分かった。また、照射時間 5 分以下

の場合でも、線量率を上げ、積算光量を保つことで、

同様の抑制効果を得た。 

5 結論 

底泥への紫外線照射による Microcystis の発生抑制の

研究を通して、以下の結論が得られた。 

低圧紫外線ランプによる紫外線照射を受けた底泥は，

照射を受けていない底泥に比べ Microcystis の発生が抑

制されていた。紫外線線量率 1.0mW/cm
2 において、5

分以下では照射時間による抑制効果への影響があり、5

分以上では照射時間によらずほぼ一定の抑制効果を得

た。また、同一の積算光量において、一定の抑制効果

を得た。 

図 1 10-60 分照射処理後の Microcystis細胞数 

図 2 1-10分照射処理後の Microcystis細胞数 

表 1 培養 8 日目における Microcystis細胞数 
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